
米国DEC社製VAX s t a t i 0 n 3 100 モデル 4 0 

と30の導入について

附属天文台 中井善寛

1 .沿革

花山天文台では昭和 55年度 マイクロデンシトメータ集録シス

テム〈パーキン・エルマ一社製 PDS.MICRO-I0)を飛騨天文台・ド

ームレス太陽望遠鏡の観測写真の解析のために設置、翌 56年度に

は VAX-l1/750 ミニコンピュータを設置し、高速DMAインターフ

ェイスでこれと結合し、天体画像処理能力の拡大・高速化を果たし

た。 57年度には解析結果の表示を疑似カラーで出来るようにカラ

ーグラフィック・ディスプレー・システム(VS-11 )を増設した。

以後、利用者やソフトウェアーの増大に伴いメインメモリ一、ター

ミナル、外部記憶装置 [RA8l(456Mb)RA82(622Mb)ウインチェスター

・ディスク等]の増設を行なった。

我々のソフトウェアーには、独自に開発した K1 P S (Kwasan 
Image Processing System)が基本にある。これは写真データを解

析するために特に開発された対話型の画像処理・解析システムであ

る。この設計思想、の最重要点は、使用する天文学者が 1)写真乳剤や

磁気記憶媒体等に収められたデータを短時間に解析できることであ

り 2)システムに用意されたメニューに対話形式で応答することによ

り容易に疑似カラー画像やグラフ表示出力を求めることが出来て、

視覚的旦つ直感的にデータの持つ意味合いを知ることが出来ること

である。

その後、独自開発のソフトウェアーも多数作成された。また、諸

外国の天文台と共同観測を行ない、その観測データの解析のために

移植されたソフトウェアーも、 ST 1 1 (パリ天文台〉、 FIGA

R 0 (オーストラリア、ストロムロ山・サイディングスプリング天

文台〉、 1R A F (米国国立天文台〉、 MIDAS (ヨーロッパ南

天天文台〉と膨大な数になっている。この原因は、海外の天文台や

研究所でソフトウェアーの開発に DEC社の VAX/VMS系のミ

ニコンが使用されているからである。従って、データ及びソフトの

相互移植が現在可能であるのは、我国では当天文台だけであるので、

海外観測結果の解析には当天文台のシステムが必要不可欠なものと

なっている。

2 .現状及び対策
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システム開発当初は、天文台内の資料の解析を目的として設計し

ていたが、その後上記の理由から利用者数の予想外の増加を見て、

これに対応するため予算の許す限り周辺機器やメモリーの増設を行

なってきた。 しかし、現在では、新版oSの容量の拡張、仮想メ

モリーサイズの増大、同時走行のユーザー・ソフトの増加、観測デ

ータのサイズの拡大等の結果、解析速度が低下し研究遂行に支障を

来すようになった。この障害を除去するためには、一般的に 1)本体

の中央処理ユニットを高速のものに替える 2)新しいシステムをク

ラスタ接続することにより性能向上を計る 3)新しいシステムを導入

しネットワーク接続〈負荷の分散〉する事により性能向上する等の

方法がある。しかし、方法 1) は飛騨天文台のコンピューター更新

以後間無しであるので、現時点では予算的に無理がある。考えられ

る最上の対応策としては、方法 3) によって低価格高性能のワーク ( 

ステーションを DECnetネットワーキング方式で本体に接続すれば、

ソフトウェアに対する投資の保護、生産性の向上、資源と情報の共

有機能〈プログラム・周辺機器・外部記憶装置等)の面、データ・

ファイルの高速転送機能の面からいっても最善の対応と考えられる。

3 . ワークステションの導入

以上のような考え方から、全体の効率を向上するために、平成元

年度にワークステーションの導入が行なわれた。ここで採用された

のは VAXstation3100 Model 40 と 30の2機種である。 Model40 

はVAXアーキテクチャーを採用し、更に DECwindowsの導入によ

り複数アップリケーションが同時に利用出来るようになったモデル

である。 コンパクトなデスクトップタイプで、標準で 16MBの

メインメモリーとディスクインターフェイス SCSIを2台、 更に ( 

ETRERnetを標準装備している。 LAVc環境でブートメンバーと

して最大 7台のワークステーションをサポートする事が出来るもの

である。演算速度は 3.2VUPSで VAX-11/750に比較して約5
倍早い。後者の Model30は、 SCSIが 1台であることを除いて同一

仕様である。各々にスタンド 10'/で使用する場合を考えて、 332MBのディ

ス?と 90MBの:;-7
0

を配置しである。

4. 期待される効果

この導入によって、以下の事が期待される。

1)従来の 7ヴ7・I}ケージョンソ7トをそのままで、より高速に走らせること

が出来る。
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2)ホスト側の 7
0

リント、ディスク等はワークステージョYから自由に使用でき

る。

3}ウインドウを使用することにより同時に複数の 7
0

ログ弘を走らせ

ることが出来る。

4)イーサネけを張り巡らすことにより、分散処理の以弘を組むこと

が出来、利用者相互の干渉による能率低下が救済される。

第 1表iこホストコンビュータとワークステーションの性能比較を

示す。第 1図にジステム全体の構成図を示す。第 2表は現在までの利

用者のリストを示す。

項目 VAX-11ノ750 VAXstation3100 rnode140(30) 

OS VAX/VMS VAX/VMS (日本語)

演算速度 0.6VUPS 3. 2VUPS 

メインメモリー 4. 5MB 16MB 

周辺機器

ディスク RA81 456MB RZ55 332MB 

RA82 623MB 

RK07x2 28MBx2 

テー7 TR11 TK50(90MB) 

ゲ77イヲ? VSl1 DECwindows 

TEKTR04207 

RETROGRAPHIC 

XY7
0

ロヲター DPL2321 

SR6620 

イ 'j ~-71イス UNIBUS Dual SCSI (S ingle) 

ETHERnet 

ターミナル VT100型、 PC-98型等 多数

第 1表 VAX-ll/750 と VAXstation3100 rnode140(30)の性能比較
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VSll、Retro、VT100s、PCs
VAX-ll/750 

ETHERnet 

VAXstation3100 (30) 

PDS Micro-Densitorneter 

VAXsta t ion3100 (40) 

第 1図 KIPS :;ステム 構成図
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宇宙物理学教室

国立天文台

東大理天文教室

東大理木曽観測所

大阪工業高等専門学校
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第 2表 KWASAN IMAGE PROCESSING SYSTEM利用者リスト
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